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◎考える力を育てる観点 

 ・意欲的に授業に取り組む生徒が多い。 

 ・学習を通して生じる疑問に対しては、教

員への質問や生徒間での話し合いを行い、

解決へ向けて考えることができている。 

 

 

≪聞くこと・話すこと≫ 

・英語で授業を受けることで、教員や他の

生徒の英語を聞き取り、理解しようとする

姿勢が身に付いている。 

・一方で「話すこと」に関しては、間違い

を恐れて、消極的になってしまう。 

 

 

≪読むこと・書くこと≫ 

・英語を読むことに対しては、大きな声で

意欲的に取り組む生徒が多い。また、発音

を意識して英語らしく読もうとしている。 

・既習の文法事項を生かし、自分の意見や

考えを表現することに苦手意識を持って

いる生徒が多い。 

 

 

◎生徒による授業評価からの観点 

 ・「ＡＥＴと英語で会話をすることが

楽しい」「もっと会話をしてみたい」

という生徒が多い。 

 

 

 ・ペアやグループで取り組む活動を継続して行う。 

 

 

 

 

 

・帯活動の読みトレでは、内容に沿った質問に答える

活動を行う。その活動では、単語ではなく文で答える

ように指導する。 

・生徒が発した英語が正しくなくとも、英語を話そう

とする姿勢を認め、間違いを恐れない姿勢を育てる。 

 

 

 

・音読は授業で重点的に行う。 

 

 

・授業で、問題演習や自己表現を行う時間を増やし、

家庭学習でも取り組むことができるようにする。 

 

 

 

 

 ・ＡＥＴや他の生徒と会話をする機会を設けていく。 

 

・少人数授業で個々が発言できる機会を増やす。 

・英語の歌を扱うことにより、興味・関心を引き出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学期に１回以上スピーチなどの発表活動を行う。 

・スピーチでは、自己評価や他己評価を通して自分に不足している部分を理解

し、次回の発表活動をよりよいものにできるようにする。 

 

 

 ・学期に１回以上音読テストを行う。 

・音読テストでは、評価項目を明確にすることで自分の発音について理解し、

改善できるようにする。 

 ・ライティングノートの取り組みを通して、書くことに対する抵抗感を抑える。 

 

 

 



 

 

 

 


